
平成 23年 9月 16日、17日に香川県高松市で行われた、第 25回日本 IVR学会中四国 

地方会に参加したため報告します。 

 

9月 16日の早朝 5時 30分頃、車で出雲を出発し朝食に瀬戸中央自動車道の鴻ノ池 SA＜下

り＞限定の倉敷カレーラーメンを食べ、宿泊ホテルにチェックイン後、10時頃会場(アルフ

ァあなぶきホール)に到着しました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日程表の通り一般演題・ランチョンセミナー・教育講演・特別講演・IVR ケースカンファ

レンスがありました。 

一般演題では施設毎に様々な工夫やテクニックを駆使して IVR を行っており、大変参考に

なりました。また、普段の学会にはあまり見られない IVR看護師等による演題発表もあり、

コメディカルの立場からの意見も勉強になりました。特別講演では放射線医でありながら、

脳外科・循環器内科領域の IVR も経験豊富な清末一路先生が講演をされ、具体的なテクニ

ックの解説等を交えた内容で非常に勉強になりました。教育講演は普段疎かになりがちな

IVR領域の放射線防護がテーマでした。さっそく次回の IVR当番日から実践していこうと

思います。また、演題発表会場の隣では IVR ケースカンファレンスの症例がクイズ形式で

展示してあったり、IVRデバイスの展示、シャント PTAシミュレーター体験コーナー等も

ありました。台風 15号の影響で帰り道が通行止めになりつつあったため、2日目は午前中

で早退し IVRケースカンファレンスに参加できなかったことが残念でした。 

様々な演題発表や講演があり非常に有意義な学会出張となりました。 


